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独

孤

及

の

文

学

に

つ

い

て

劉

三

富

唐

代
も
盛

唐
期

に

入

っ
て
、
文

章

の
趨
勢

は
漸

く
駐
文

か

ら
古
文

へ
移

行
変

質
し

つ

つ
あ

っ
た
が
、

そ

の
古
文

作
家

の
代
表

者
と

し

て
、

張
説

・

李

華

・
薫
穎

士

・
元
結

・
独

孤
及

・
梁

粛
等
を

挙

け
る

こ
と
が

で
き
る

。

本

論
文

で
は
、

そ

の
中

の

一
人

で
あ
り

な
が

ら
従
来

さ

ほ
ど
深
く

研
究

さ

れ

て
い
な

か

っ
た
独

孤
及
を

と
り

あ
げ

、
古
文

家
と

し

て
の
彼

の
独
自

な

創
作

理
念

と

そ
の
注

目
す

べ
き
表

現
構

造

の
性
格

に

つ
い
て
、
私

な

り
に

考

察
を

加

え

て
み
よ
う

と
思

う
。

は
じ

め
に
参

考
ま

で
に
、
従
来

の
文

献

に
見

え
る
、

独
孤

及
文

学

に
対
す

る
主
要

な

評
価
を
挙

げ

て
置

こ
う
。

ま

ず

『
旧
唐
書
』

の
韓
愈

伝
は
、

大

歴
貞

元
之

間
、
文

字
多

尚
古

学
、
致

揚
雄

董
仲

野
之

述
作

、
而

独

孤

及
梁

粛
最

稻
淵
奥

、
儒

林
推

重

(大
歴
貞
元
の
頃
、
詩
文
は
多
く
古
代
の
文

風
を
尊
重
し
、
揚
雄
・
董
仲
静
の
述
作
を
模
倣
し
た
。

そ
し
て
独
孤
及

・
梁
粛
の
文
は
、

最
も
ふ
か
み
が
あ
る
と
称
せ
ら
れ
、
学
者
文
人
の
間
で
重
ん
じ
ら
れ
た
)

と

記
し

て

い
る
。
ま

た
、

独
孤

及
と

同
時
代

の
権

徳
輿

は
、

「
立
言

遣
辞

、

有
古

風
格

」
(独
孤
及
は
、
文
辞
に
表
現
す
る
際
、
古
風
格
が
あ
る
)
と
評
価

し

て
い
る

。

さ
ら

に
、
清

の
趙

翼

に
至

っ
て
は

『
二

十

二

史

剤

記
』
巻

二
〇

の
中

で
、

韓

愈
之

先
、
早

有

以
古
文

名
家
者

、
今

独

孤
及
文

集
尚

行
於
世

、
已

変

駐
体

以
為
散

文
、

其
勝

処
、

有
先

秦
両
漢

之
遺

風

(韓
愈
以
前
に
、
す

で
に
古
文
で
も
つ
て
名
高
い
者
が
い
た
。
現
在
も
独
孤
及
の
文
集
は
、

相
変
ら
ず
世
間
で

読
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
の
文
章
は
、
す
で
に
耕
文
体
を
変
じ
て
散
文
体
に
し
て
し
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
文
章
の
す
ぐ
れ
た
個
所
は
、
先
奏
や
漢
代
の
文
風
を
そ
な
え
て
い
る
)

と
賞
賛

し

て
い
る
。

こ
の
よ
う

な
前

人
の
評

価
を

み

て
も

、
独

孤
及
が

、

唐

代
散
文

発

展

の
過

程

に
お

い
て
、
か

な
り
重

要
な

位
置
を

占

め

て
い
る

作

家

で
あ
る

こ
と
が

わ
か
る

で
あ

ろ
う
。

さ

て
、

『
唐

書
』
本

伝

に
依
る

と
、
独

孤

及
は

五
十

三
才

で
亡

く
な

っ

た
と

記
し

て
い
る

の
み

で
、

そ

の
具

体

的
な
生

卒
年

代

に
は
全
く

言
及

し

て
い
な

い
。

そ

の
た

め

に
彼

の
生
卒

年

に

つ
い
て
は
従

来
か

ら
諸

説
紛

々

た

る
も

の
が
あ

る
。

し
か
し

な
が

ら
、
今

最
も

信
愚
性

の
あ

る
発
言

と

し

て
、

独
孤

及
と
同

時
代

の
人
た
ち

の
記
述

を
挙
げ

れ
ば

、

①

大

歴

丁
巳
歳
、

夏

四
月
、
有

唐
文

宗
常

州
刺
史

独
孤

公
廃

干
位
。

(
『毘
陵
集
」
巻
二
〇
載
梁
粛

「唐
故
常
刺
史
独
孤
公
毘
陵
集
後
序
」
)

②

鳴
呼

痛
乎

、
奄

忽
掲

館
。
其

時
也

、
大
歴

十

二
年
夏

四
月

二
十

九

日
。
其

地
也

、
常

州
之
路

寝
。
其

寿
也

、

五
十
三
年

。

(
「全
唐
文
」
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巻
四
〇
九
載
崔
祐
甫

「故
常
州
刺
史
独
孤
公
神
道
碑
銘
」
序
)

③

維
大

歴
十

二
年
歳

次
月

日
、
外

従

祖
舅
朝

散
大

夫
権
知

中
書

舎

人

賜
紫
金
魚

袋

崔
祐
甫

、
遣

表
妖
前

、

郡
州
南

陽
縣
尉

李
綜

、
以
清

酌

之

莫
、

祭
於

従
外
孫

甥
常

州
独

孤
使

君
至
之

之
霊
。

(同
上
、
載
崔
祐
甫

「祭
独
孤
常
州
文
」
)

④

鳴
呼

、
公

庇
斯

人
、

人
方
仰

公
、

彼
天

不
恵
、
降

此
大

属
、
為

郡

之

四
載

、
大

歴
十

二
年

四
月

壬
寅
晦

、
暴
疾

莞
於

位
。

行
路
働

実
罷

市

者
相

弔
蹄

月
、

又
呼
嵯

之
聲

、
相

聞
自
寮

属
相
吏

、
下

逮
郷
老

里

コナ
、
皆

率

以
備
斎

祭
。

(
「全
唐
文
』
巻
五
二
二
載
梁
粛

「独
孤
公
行
状
」
)

等

の
諸

文
が

あ
る
。

こ
れ

に

よ
れ
ば
、

独
孤

及
は
、

明
ら

か

に
開

元
十

三

年

(七
二
五
)
に
生

ま

れ
、
大

歴

十

二

年

(七
七
七
)
に
五
十

三
歳

で
亡
く

な

っ
た

こ
と

に
な

る
。

つ
ま
り

、
独

孤
及

の
生
き

た
時

代
は
、

開
元

年
間

か

ら
大

歴
年

間

の
間

で
あ

っ
て
、
時
期

的

に
は
、

詩

人

の
杜

甫

(七

一
二
ー
七

七
○
)
が
生

き

て

い
た
頃
と

ほ
と

ん
ど
重

な
り
合

っ
て
い
る
。

独
孤

及

の
文

集

で
あ
る

『
毘
陵

集
』

二
〇
巻

は
、
も

と
も

と
彼

の
弟

子

に
当

る

梁
粛
が

編
纂

し
た
も

の
で
あ
る

が
、

『
四
庫
全

書

総
目
提

要
』

巻

一
五
○

集
部

別
集
類

三

に
よ
れ
ば

、

こ
の
梁
粛

編
本

は

つ
と

に
亡

伏
し

、

現
在

わ

れ
わ

れ

の
見

る

『
毘
陵
集
』

は

、
明
時

代

の
呉
寛

が
、
す

で

に
散

侠

し

て
い
た
も

の
を

再
編

集
し

て
世

に
出
し

た
も

の
で
あ

る
と

い
わ
れ

て

い
る
。

独
孤

及
は
、

そ

れ

ほ
ど
名

門

の
出
身

で
は

な
く
、

官
位
も

常
州

刺
史

で

終

っ
て
い
る
。

李
肇

が
、

『
唐
国

史
補

』

の
中

で
、

当
時

官
位

は
低

い
け

れ

ど
も

、
才
能

と
徳

行

に
よ

っ
て
世

に
名

を
知

ら
れ

て
い
た
文
学
者

や
芸

術

家

の
な
か

の

一
人
と
し

て
独

孤
及
を

あ
げ

て

い
る

の
も

、

そ
の
た
め

で

あ

ろ
う
。

開

元
後

、
位
卑

而
名

著
者

、
李
北

海

・
王
江
寧

・
李

館
陶

・
鄭
広

文

・
元
魯

山

・
薫

功
曹

・
張

長
史

・
独
孤

常
州

・
杜

工
部

・
崔
比
部

・

梁

補
閾

・
章
蘇

州
也

。

(
「唐
国
史
補
」
巻
之
下
八
)

こ
の
記
述

の
な

か

で
、

注

目
す

べ
き

こ
と

は
、
李

琶

・
鄭
度

・
元
徳

秀

・
薫
穎

士

・
崔
元
翰

・
梁

粛
な

ど
盛
唐

の
末
期

か

ら
中
唐

に
か

け

て
出

現

し
た
多

く

の
古
文
家

が
含

ま
れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。
な

ぜ
な

ら
独

孤
及

と

こ
れ
ら

の
古
文
家

と

は
、
次

に
あ
げ

る
幾

つ
か

の
資
料

に

よ

っ
て
理
解

で
き
る

よ
う

に
、
極

め

て
密

接

な
関
係

に
あ

る
か

ら
で
あ

る
。

先
ず

、
李
華

と
薫

穎
士

は
、
共

に
孫

遜

に
抜

擢
さ

れ
、
開

元

二
十

三
年

に
進

士
科

に
及

第
し

て

い
る

。
と

同
時

に
、

こ

の
李
華

と
薫

穎
士

は
、

い

ず

れ
も
元

徳
秀

に
師
事

し

た
こ
と

で
共
通

の
友

人
と
な

る
。

そ

の

関

係

で
、

李
華

の
弟

子
で

あ

っ
た
独
孤

及
は
、

韓
雲

卿

・
韓

会
と

と
も

に
薫
穎

士

の
古
文

家
た

ち
と
も

、

つ
な
が

り
を
持

つ
よ
う

に
な
り
、

こ
こ
に
、

一

つ
の
大
き

な
古
文

家

の
文
学

集
団
を

形
成

し

て
い
た
と

考

え
ら
れ

る
。

い

う

ま

で
も

な

い
が
、
韓

雲
卿

は
韓
愈

の
叔

父

に
当

り
、

韓
会

は
韓
愈

の
兄

に
当

り
、

韓
会

の
育

て
親

で
も
あ

る
。
特

に
、

李
華

は
士

人
を
推

奨
す

る

こ
と
を
好

み
、

『
唐

書
』

の
李
華
伝

に

よ
れ
ば

、
独

孤
及

・
韓
雲

卿

・
韓

会

・
李
紆

・
柳

識

・
崔
祐
甫

・
塁

甫
再

・
謝
良

弼

・
朱
巨

川
ら
幾

多

の
俊

秀

は
、
李

華

の
推
挙

に

よ

っ
て
後

に

い
ず

れ
も

執
政

の
顕
官

と
な

る

こ
と

が

で
き

た
と

い
う
。

薫

穎
士

も
ま

た

『
唐

書
』

本
伝

に
、

穎
士

楽
聞

人
善

、
以
推

引
後
進

為

己
任
、

如
李

陽

・
李

幼
卿

・
皇

甫

再

・
陸
溜

等
数
十

人
、

由
奨

目
、
皆

為
名

士
。

天
下
推

知

人
、

稻

功

曹

(巻
二
0
二
)

と
あ
る

よ
う

に
、
彼

は
後
進

を
推

挙

す

る

こ

と

を

自

ら

の
任

と
な
し
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て
、
李

陽

・
李
幼

卿

・
皇

甫
再

・
陸
清

ら
数
十

人
が
薫
穎

士

の
知

遇
を

得

て
、
時

の
名
士

と

な

っ
て
い
る

。
さ

ら
に
本
伝

を
読

む
と

彼
が
友

と
す

る

と

こ
ろ
の
者

に
顔
真

卿

・
股
寅

・
柳
芳

・
陸
披

・
李

華

・
郡
診

・
趙
騨

ら

が

あ
り

、
た

が

い
に
そ

の
交
友

関
係
を

全

う
し
た

と
記
し

て

い
る
。
さ

ら

に
梁
粛

が
書

い
た

「
独
孤

公

行
状
」

(
「
全
唐
文
』
巻
五
二
二
)
に

よ
れ
ば
、

李

華

・
蘇

源
明

の
二
者

が
独

孤
及

を

「
詞
宗
」

と
推

稻
し

た

こ

と

に

よ

っ

て
、
独

孤
及

は
た

ち
ま
ち

天
下

に
名
を

広
め

た
と

あ
る
。

そ

の
独

孤
及

の

弟

子

で
あ
る
梁

薫
が
世

に
名

を
知

ら
れ

る
よ

う
に
な

っ
た
後

、
韓
愈

は

こ

の
梁

粛

の
推
挙

に
よ

っ
て
進

士
科

の
試
験

に
合

格
し
、

「
龍

虎
榜

」

の
中

の

一
人
と
な

っ
た

こ
と

は

よ
く
知

ら
れ

て

い
る

。

の
み
な

ら
ず
薫

穎
士

の

子
薫

存
、

独
孤

及

の
子

の
独

孤
郁

は
、

い
ず
れ

も
師
弟

或

い
は
友

人
と

し

て
、

集
団

的
関
連

性
を

持

ち
な
が

ら
、
後

に
古
文

復
古

運
動

の
領
袖

と
な

っ
た
韓
愈

に
多
大

の
影

響
を

与
え

て
い
る

。

こ

の
よ
う

に
、
唐
代

古
文

運
動

の
形

成
過
程

に
、
大

き
な

位
置
を

占

め

た
独

孤
及

は
、

一
体

ど

の
よ
う
な
文

学
観

を
も

っ
て
い

た

の

で

あ

ろ

う

か
。

こ
れ
を
同

時
代

の
古
文

家

の
文

学

観
と
比

較
し
な

が

ら
、

検
討

し

て

み
よ

う
。

先

ず
、

独
孤

及

の
師

に
当

る
李
華

の
文

学
観
を

見

て
み
よ

う
。

即
ち
、

李
華

の

「
贈
礼
部

尚
書
孝

公

崔
汚
集

序
」

に
は

次

の
よ

う

に

い

つ

て

い

る
。

文

章
本

乎

作
者

、

而
哀
楽

繋
乎

時
、
本

乎

作
者

、

六
経
之

志
也

、
繋

乎

時
者

、
楽

文
武

而
哀

幽
属
也

。
有

徳
之
文

信
、
無

徳
之

文
詐

、
皐

陶

之
歌

、
史
克

之

頌
、
信

也
。

子
朝
之

告
、

宰
酪
之

詞
、
詐

也

。
夫

子

之
文

章
、

堰

・
商

伝
焉

、
偶

・
商
没

而
仮

・
飼

作
焉
、
蓋

六

経
之

遺

也

。
屈
平

・
宋

玉
哀
而

傷
、
靡

而
不

遠
、

六
経
之

道
遜

突
。

乃
後

世
力
足

者
不
能

知
之

、
知

之
者
力

或
不

足
、
則

文

義

浸

以

微

奥

。

(
「李
遽
叔
文
集
」
巻

一
)

こ
れ

は
、
李
華

が

「
崔
汚

集
』

の
序

に
お

い
て
述

べ
て
い
る
も

の
で
、

「
有
徳

の
文
は

信

で
あ
り
、

無
徳

の
文
は

詐

で
あ
る
。
皐

陶

の
歌
、

史
克

の
頌
は
信

で
あ

り
、

子
朝

の
告
、
宰

酪

の
詞
は
詐

で
あ

る
。

そ
し

て
士
君

子

は
無
徳

の
文

を
作

る

こ
と

を
恥
と

す
る

。
孔

子

の
文

章
は
、

偲

や
商
が

こ
れ

を
伝

え
、
偶

や
商

が
没

し

て
後
、

孔
仮

や
孟
輌

が

現
わ

れ
た
。

こ
れ

が
即

ち
六
経

の
遺

風

で
あ

る
。

こ
れ

に
反
し

て
屈

原

・
宋

玉
は
哀

し

み

て

傷

み
、

靡

で
あ

っ
て
遠
大

で
は
な

く
、

六
経

の
道

は
遜

び
て
し

ま

っ
た
」

と
言

っ
て
い
る
。

こ
れ

か
ら
考

え
る
と

、
李
華

は

孔
子

・
孟
子

ま

で
の
文

章

の
み
を

認
め
、

孟
子

以
後

の
屈
原

・
宋
玉

の
美
文

は
、
漢

代

の
文
章

を

含

め

て
、

一
切
認

め
よ
う

と
し

て
は

い
な

い
。

李
華

と
並

ぷ
優

れ
た
古

文
家

で
あ
る

薫
穎
士

の
文

学
観

を
う

か
が

う

こ

と

の
で
き
る
資

料
と

し

て
、
李
華

の

「
楊
州

功
曹
薫

穎
士

文
集
序

(
『李
退

叔
文
集
」
巻
二
)
を
次

に
あ
げ

る
が

、
そ

の

な

か

で
蒲

穎
士

の
文
学

史
観

に

関
す
る

発
言

が
引

用
さ
れ

て

い
る

。

君

(蒲
頴
士
)

謂
六
経

之
後
、

有
屈

原

・
宋

玉
、
文

甚

雄

壮

而

不

能

経

、
厭

後
有
頁

誼
、
文

詞
詳

正
、

近
於

環
体
、
枚

乗

・
司
馬

相
如
亦

壊

麗
才
士

、
然

而
不
近

風
雅

、
揚
雄

用
意

頗
深
、

班
彪

識
理
、

張
衡

宏

砿
、
曹

植
豊
購

、
王

桑
超

逸
、

稜
康
標

挙
、
此

外
皆
金

相

玉
質
、

所
尚

或
殊

、
不
能

備
挙
、

左

思
詩
賦

、
有

雅
頌
遺

風
、
干

賓
著

論
、

近

乎
王
化

根
源
、

此
外

皆
負

絶
無
聞

焉
。
近

日
陳

拾
遺

子
昂
、

文
体

最

正
、

以
此
而

言
、

見
君
述

作
臭

(薫
頴
士
が
言
う
に
は
、
六
経
よ
り
後
に
は

屈
原

・
宋
玉
が
い
る
。
彼
ら
の
文
は
非
常
に
雄
壮
だ
が
、
経
典
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
後
は
質
誼
が
い
て
、
彼
の
文
章
は
詳
細
的
確
で
理
詰
め
の
文
体
に
近
い
。
枚
乗

・
司
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馬
相
如
も
ま
た
麗
藻

の
方
士
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
あ
ま
り
風
雅
で
は
な
い
。
揚
雄
は
文
学

に
対
す
る
心
使

い
が
す

こ
ぶ
る
深
渕
で
あ
り
、
班
彪
は
道
理
を
こ
こ
ろ
え
、
張
衡
は
広
博
な

作
風
で
あ
り
、

曹
植
は
豊
潤
な
作
風
で
あ
り
、

王
桑
は
ず
ぱ
ぬ
け
て
お
り
、

稿
康
は
非
凡

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
皆
各

々
よ
い
も
の
を
持

っ
て
い
る
が
、

尊
重
す
る
も
の
は

そ
れ
ぞ
れ

異
な

つ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
に
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
左
思
の
詩
賦
は
詩
経
の
お
も

む
き
が
あ
り
、

干
宝
の
著
作
は
王
化
の
根
源
に
近

い
。

こ
の
他
の
作
家
は

み
な
大
層
見
劣

り
が
し
て
有
名
な
も

の
は
い
な
い
。

最
近
、

拾
遺
の
陳
子
昂
は

文
体
が
最
も
端
正
で
あ

っ

て
、
こ
れ
を
基
準
に
し
て
言
う
と
、
そ
の
文
体
は
薫
頴
士
の
文
学
作
品
に
現
わ
れ
て
い
る
)

こ
れ
に

よ
る
と
、

薫
穎

士

は
屈
宋

は

じ
め
漢

魏
六
朝

時
代

の
傑

出
し

た

作

家

の
文
風

に

み
ら
れ
る

す

ぐ
れ

た
特
長

を

そ
れ
ぞ
れ

「
金
相

玉
質

」
と

評
価
し

て

い
る
も

の
の
、

な

か
ん
ず

く
晋

の
左
思

・
干
宝

、
唐

の
陳

子
昂

の
ご
と

く
経
典

の
趣

が
あ

り
、
端

正

な
文
風

に
高

い
評

価

を

与

え

て

い

る

。こ

の
李

華

・
薫
穎

士

の
文
学

観
を

見

て
も

分
る

よ
う

に
、
同

じ
く
古

文

家
と

一
般

的

に
言
わ

れ

て
い

て
も

、
当

時

の
文
学

に
対
す

る
考

え
方
は

さ

ま
ざ

ま

で
あ

っ
て
、
典

型
と

す

べ
き
古
文

を
厳

し
く

六
経

だ
け

に
限
定
す

る
も

の
も

あ
れ
ば

、

や
や
幅

を
持

た
せ

て
、
後

世

の
も

の
で
も
す

ぐ
れ
た

も

の
は
、

そ
れ
は

そ
れ

と
し

て
価
値

を
認

め

よ
う
と
す

る
な

ど
、

柔
軟
な

立
場
を

取
る

も

の
も

あ

っ
た

よ
う

で
あ
る
。

し

か
し
、

そ

の
中

で
も

、
古

文

に
対
し

て
最
も

厳
し

い
文
学

的
視
点

を

持

っ
て
い
た
当

時

の
古
文

家
は

、
私

の
見
る

と

こ
ろ
、

ほ
か
な

ら

ぬ
独

孤

及

で
あ

っ
た
と

思
わ

れ
る

。
独

孤
及

の
古
文

に
対
す

る
考

え
方

が
、

よ
く

表

わ
れ

て

い
る

も

の

と

し

て

は
、
ま

ず
彼

の

「
考

功
郎

中
薫
府

君
文

集

録
」

の
序

に
次

の

よ
う

に
い
う
。

足
志

者
言

、
足

言
者
文

、
情

動
於

中
而
形

於
聲

、
文
之

微
也

。
祭

於

歌

頌
、
暢

於
事

業
、
文

之
著

也
。

君
子
修

其

詞
、
立
其

誠
、

生
以
比

興
宏
道
、

残

以
述
作
垂

裕
、
此

之

謂
不
朽

。

(中
略
)
嘗

謂
揚

馬
言

大

而
迂

、
屈

宋
詞

修
而
怨

、
沿

其
流
者

、

或
文
質

交
喪
、

雅
鄭

相
奪
、

益
為

之
中

道
乎

?
故
夫

子
之
文

章
、

深
其

致
、

椀

而

旨

、
直

而

不

野
、

麗
而

不
艶
。

(
「毘
陵
集
』
巻

一
三
)

こ
れ
は

、

一
見
薫
府

君

の
文

学

に
対
す

る
独

孤
及

の
評
価

の
よ

う
に
読

み

取
れ
る

け
れ
ど

も
、
実

際

は
独
孤

及
自

身

の
文

学

に
対
す

る
考

え
方
を

述

べ
た
も

の
と
受

け
取

っ
て
よ

い
。

こ

の
中

で
、

彼
は
揚

雄

・
司
馬
相

如

・
屈

原

・
宋

玉
な

ど

の
文

章

に
、
否
定

的
な

評
価

を
加

え
、
反

対

に
孔
子

の
文
章

の
文

体
と

内
容

に

つ
い

て
は

「
そ

の
お
も

む
き
は

お
く

ぶ
か
く

、

し
な

や
か

で
趣

旨
が

よ
く

通
り
、

素
直

で
は

あ

つ
て
も
粗

野

で
は
な
く

、

美

麗

で
は
あ

っ
て
も

な
ま

め
か

し
く
な

い
」

と
絶
大

な
讃

美
を
捧

げ

て
い

る

。つ
い
で
、
独

孤
及

の

「
検

校
尚

書
吏
部

員
外

郎
趙

郡
李

公
中
集

序
」

の

中

に
も
、

彼
が

李
華

の
文
章

に

つ
い

て
論

じ

た
部
分

が
あ

る
が
、

そ

こ
に

は
、

彼

の
文
学

に
対
す

る
考

え
方

が
よ
り

具
体

的

に
顕

現

さ
れ

て
あ
る
。

い
ま

こ

こ
に
そ

の
部

分
を
挙

げ

て
み

よ
う
。

志

非
言

不

行
、

言
非

文
不

彰
。

是
三
者

相
為

用
、
亦

猶
渉

川
者

假
舟

繊

而
後

濟
。
自

典
護

欲
、

雅
頌
寝

、
世

道
陵

夷
、
文

亦
下

衰
。
故

作

者

往
往

先
文
字

、
後

比
興
、

其
風

流
蕩

而
不
返

、

乃
至
有

飾
其
辞

而

遺

其
意
者

、

則

潤
色
愈

工
、

其
実

愈
喪
。

乃
其

大
壊

也
、

優
偶

章

句
、

使
枝

封
葉

比
、

以
八
病

四
聲

為
桔

拳
、

拳
拳
守

之
、

如
奉

法

令
、

聞
皐

蘇

・
史

克
之

作
、

則
岬
然

笑
之

、

天

下
雷

同
、

風
駆

雲

趨
、

文
不

足
言
、

言
不

足
志

、
亦
猶

木
蘭
為

舟
、

翠

羽
為
幟
、

玩
之

於
陸

、
而
無

渉

川
之
用
、

痛
乎

!
流

俗
之

惑

人
也

奮
　

。

天
寳

中
、

公
興
蘭

陵
薫

茂
挺

、
長
楽

頁
幼
幾

、
勃
焉

復

起
、
振

中
古
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之

風
、

以
宏
文

徳
。

公
之

作
、
本

乎
王

道
、
大

抵

以
五
経
為

泉
源

、
仔

情

性

以
託
誠

、

然
復

有
歌

詠
、

美
教

化
、

献

箴
諌

、

然

後
有

賦
頌

、

懸
権

衡
、

以
辮

天
下

公
是
非

、
然

後
有
論

議
。

至
若

記
叙

、
編

録
、
銘

鼎
刻
石

之
作

、
必

採
其

行
事

以
正
褒

既
、

非
夫

子
之
旨

不
書

、
故

風
雅
之

指
帰
、

刑
政

之
本

根
、
忠

孝
之

大
倫
、

皆

見
於

詞
。

(
「
毘
陵
集
」
巻
一
三
)

彼

が
師
事

し
た

李
華

の
創
作

は
、

王

道

に

基

づ

き

、

五
経
を

源
泉
と

し

、
情

性
を

仔

べ
て
調
諌

を
託

し

た
も

の
で
あ

り
、
孔

子

の
主
旨

に
か
な

わ

な

け
れ
ば

記
さ

な
か

っ
た
と

述

べ
て
い
る
。

こ

の

よ

う

に
、

独

孤
及

は
、
李
華

の
散
文
精

神
を

ふ
ま

え
な

が
ら
、

専

ら
孔
子

を
尊
び

、

五
経
を

規

範
と

し

て
、

こ
れ

を
文
章

に
祖

述
す

べ
き

で
あ

る
と
主

張
し

て

い
る

。

さ
ら

に
、
同

じ

「
検

校
尚

書
吏

部
員

外
郎

趙
郡

李
公
中

集
序

」
資
料

の

中

で
、
李
華

は
沈

約

の
八
病

説
を
退

け
、

対
句

に
凝

っ
た
表

現

や
内
容

の

乏
し

い
餅

文
体
を

は

っ
き
り

と
否
定

し

て

い
る
。

い
う
ま

で
も
な

く
、
独

孤

及
は

薫
穎
士

と

違

っ
て
、
漢

魏
六

朝
似

後

の
詩

人
作
家

の
文
章

は
、

一

切

そ

の
価

値
を

認

め
て

い
な

い
。

そ
し

て
、

た
だ

ひ
た
す

ら
孔

子
に

回
帰

し
、

五

経
を
精

神

の
基

盤

と
し

て
、
徹

底
的

に

そ
れ
を
学

ぷ

こ
と

を
提

唱

し

て
い
る

の

で
あ

る
。

か
か

る
彼

の
文
学

的
主

張
は
、

当
時

の
誰

よ
り
も

純
粋

か

つ
簡
明

で
あ
る

。

そ

れ

だ

け

に
、

非

常

に
厳
し

い
文
学

的
課
題

を

、

古
文
家

と
し

て

の
自

己

に
課

し
た
も

の
と

思
わ

れ
る
。

例
え
ば

、
梁

粛

の

「
祭
独

孤
常

州
文
」

(
「全
唐
文
」
巻
五
二
二
)
に

い
う

。

嘗

謂
粛

日
、
為

学
在
勤

、
為

文
在

経
、

勤
則

能
深
、

経
則

可

行
、

吾

斯

願
言
、

勉
子

有
成

。
又

日
、
文

章
可

以
假

道
、
道

徳
可

以
長
保

、

華

而

不
実
、

君

子
所
醜

(か
つ
て
、
独
孤
及
は
梁
粛
に
言
っ
た
。
学
問
を
す
る
時

は
勤
勉
で
あ
り
、
文
を
作
る
時
は
六
経
に
則
る
べ
き
で
あ
る
。
勤
勉
で
あ
れ
ば
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
六
経
で
あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
こ
こ
で
望
む
ら
く
は
、
君

が
勉
励
し
成
功
す
る
こ
と
を
。

ま
た
言
う
、

文
章
は
道
に
よ

っ
て
作
る
べ
き
で
あ
り
、
道

徳
は
長
く
保
つ
べ
き
で
あ
る
。

華
麗
で
あ

っ
て
内
容

に
乏
し
い
も
の
は
、

君
子
が
恥
と
す

る
所
で
あ
る
。
)

こ
れ
は
、

独

孤
及
が

弟
子

の
梁
粛

に
、
学

問

や
文
章

を
学

ぷ
場
合

、
ど

の
よ
う
な
態

度

で
臨

む

べ
き

か

に

つ
い

て
説

い
た
も

の
で
あ

る
が
、

こ
こ

で
も

、
し
き

り

に
文
章

は
経

典

に
則

る

べ
き

で
あ

っ
て
、
華

麗

に
な

が
れ

て
、
思

想
内

容
が

乏
し

い
も

の
は
退

け
る

よ
う

に
教

示

し

て
い
る
。

以
上

の
ご

と
く

終
始

一
貫
し

て
儒
教

の
経

典
を

こ

そ
創
作

の
中
軸

と
し

た
独
孤

及

の
考

え
方

は
、

当
時

に
お
け

る
宗

教

の
主

流

で
あ

っ
た
仏
教

道

教

と
ど

の
よ
う

に
対
応

し

た

の
で
あ

ろ
う
か
。

こ

の
点

に

つ
い
て
多
少

な

が

ら
念

の
た
あ

に
言
及

し

て
置
き

た

い
と

思
う
。

周

知

の
ご

と
く

、
七

、
八
世

紀

の
階

唐

時
代
は

、
後

漢
以
来

の
外

来
宗

教

で
あ
る

仏
教
が

、
完

全

に
中

国
社
会

に
定

着
し

た
時

代

で
あ

り
、

ま
た

そ

の
黄

金
時

代

で
も

あ

っ
た
。

そ
し

て
、

そ
の
影
響

を
受

け

て
道
教

の
教

理
も

こ
の
頃

に
形
成

さ
れ

て
い
る
。
と

は

い
え
、
唐

代

の
文

人
は
、
最

近

の
研
究

に
よ
れ
ば

、

仏
教

・
道
教
を

大
体

知
識

人

の
持

つ

べ
き
教

養
と

し

て
受

け

入
れ

て
い
た

よ
う

で
あ
る
。

こ
う
い
う

時
代

の
雰
囲

気

の
中

で
、

独
孤

及
も

ま
た
儒

教

の
経
典

を
基
盤

と
し

て
人
間
性
を

守
る

か
た
わ

ら
、

仏
教

・
道
教

に
も

一
応

の
理
解

を
示

し

て
い
た
と

考
え

て
よ

い
。

独

孤
及

の
文
集

の
な

か

で
、

仏
教

・
道
教

に
関

係
し

た
資
料

を
あ
げ

れ

ば

、
次

の
よ
う
な
も

の
が

あ
る

。

①

苦
夫
斉
天
地
冥
萬
物
、

莫
大
於
全
真
、

専
気
致
柔
、

全
真
之
本

也
。
惟
清
惟
静
、
全
真
之
中
也
。
各
然
其
所
然
、
各
可
其
所
可
、
全

真
之
末
也
。
設
教
者
三
、
合
其
道

一
以

貫
之
、
雌
消
遥
輿
道
養
殊

途
、
然
性
情
輿
力
命
同
轍
、
荷
因
其
合
而
較
其
分
、
則
子
産
不
得
不
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労

於
刑

政
、
朝

穆

不
得
不

逸
於
蹄

任
、

若
矯

其
騨
任

之
性

以
徊
刑

政

之

端
、
是

続

髭
裁
鶴

、
顧
其

全
莫

。
故

聖

人
以
大
猷

御
六
気

之
辮
、

以

大
方
合

二
経

之
旨
、

明
応

変
無
方

、
立

言
不

一
、
学

者
宜

忘
言
以

究
其

体
統
、

不

可
執
言

以
滞
其

笙
蹄

、
経

不
云
乎

?

反
者

道
之

動
、

惟
動

而
常
静

、
静

可
以
取

則
権

足
以

合
義

、
義
無

反
経
、

凡
養
生

者

以
木
為

精
、

以
物
為

魔
、

閉
其
外

、

慎
其

内
、
迩

不
践

凶
危
之
境

、

故

兵

不
能
容

其
刃
、

心

不
居
薦

暴
之
地

、
故

武
安

得
措
其

爪
、
萄

守

其

精
而

遺
其
盈

、
故

得
於

内
而
喪

其
外

、
外

内
無

以
持
其

分
。
則

衛

生

之
経

悸
ム矢
。

(
「全
唐
文
』
巻
三
八
四
載

「対
洞
暁
元
経
策
」
)

②

公
誰
霊

一
、

俗
姓

呉
、
広

陵

人
也
。
神

氣
清

和
、

方
寸
地

塞
、

與

太
初

元
精

合
其

純
粋

、
聞

思
修
恵

、
介

然
生
知

、

九
歳
出

家
、

三
千

断
結

、
嚴

特
律

蔵
、
將

紹
法

賓
、

禾

人
文
學
、

以
誘

世
智
、

初
不

計

身
中

有
我

、
我

中
有
身

、
徳

充
報

圓
、

縁
断
相

滅
、

寳
応

元
年
冬

十

月
十

六

日
、

終

於
杭

州
龍

興
寺
、

春
秋

三
十
有

六
、
臨

滅
顧

命
、

以

香
木

茶
毘
為

送
終

之
節

、
門
弟

子
度

奉
遺
旨

、
磐

以
是

某
月

某

日
焚

身
於

某
山
、

起
塔

於
某
原

、

従

拘
　
城

之
制

也
。

右

補
闊

趙
郡
李

経
、

殿
中
丞

侍
御

史
頓
邸

李
湯
、

嘗

以
文
字

言
語
、

游
公

廊
廉
、

至

是

相
與
追

録

遺
灘
、

以
諮

塵
劫
、

謂

公
貞
静
直

方
、

淵
遠

宏
大

而
密

識

、
洞

鑑
天

侃
道
機

、
注

不
満
酌

不
蜴

、
沖

如
也
。

自
受
生

至

於
出

家

、
食

悉
不

入
念
、

哀
楽

不
見
色

、
自

出
家

至
於
浬

繋
、

六
根

不
染

欲

界
之

塵
、
自

知
道

至
於

返
真
、

双
履

不
践

居
士
之

門
、

公
之

嚴
持

也

。

公

智
刃
先

畳
、
法

施

無
方
、

毎
禅

訥
之

隙
、
轍

賦
詩

歌
事
、

思

入
無

間
、

興
含

飛
動
、

藩

玩
之
遺

韻
、

江
謝
之

闘
文

、
公

能
綴
之

、
蓋
將

膳

合
、

詞
林
与
儒

墨

同
其
波

流
、

然
後

循
循

善
誘
、

指

以
学

路
、

由

是
与

天
台

道
士
渚

清
、
広

陵
曹

評
、

趙
郡
李
華

、
頴

川
韓

極
、
中

山

劉
頴
、

裏

陽
朱
放

、
頓

郎
李
湯

、
南

陽
張
継
、

安
定

皇

甫
再
、

萢
陽

張
南

史
、
清

河
房
従

心
、

相
與
為

塵
外

之
友
、

講
徳

味
道
、

朗
詠

終

日
、
其

終
篇

必
博
之

以
文
、

約
之

以
修
、

量
其

根
之

上
下

而
投
之

以

法

味
、

欲
使

倶
入
、

不

二
法

流
、

公
示
教

之
穣

門
也

、
内
張

天
機
、

外
與

物
接

、
捨

法
無

我
、

以
虚
受

人
、

砿
焉
若
空

谷
之

響
、

止
水

之

象
、

優

而
柔
之

、
使
自

得
之

。
其

道
枢
未

始
不

無
為
也

。
(
『
毘
陵
集
』

巻
九
載

「唐
故
揚
州
慶
雲
寺
律
師

一
公
塔
銘
」
井
序
)

③

尤

好
黄

老
之

道
、
與

詠
藏

栄
衛
之

数
、
奉

之

以
衛
生

之
経
、

毎

餌

薬
煉

氣
、

謂
丹
砂

可
学

。

(
『
毘
陵
集
』
巻

一
〇
載

「独
孤
丕
墓
誌
」
)

④

嗜

学
好

古
、

諦
老

子
荘
子

之
書
、

究
其

大
略
、

罹
於

多
難
、

未
逞

層巫
仕

。

(
「
毘
陵
集
』
巻
一
○
載

「独
孤
公
策
⊥ハ
子
万
墓
誌
」
)

こ
れ
等

の
諸
資

料

か
ら
考

え
る

限
り
、

独
孤

及
は
道

、
仏

の
教

理
に
対

し

て
か
な

り
深

い
関

心
を

み
せ
て

い
た

こ
と
が
わ

か

る
。
し

か
し

そ
れ
は

あ
く

ま

で
も

儒
教

教

鈍
と
齪
蠕

し
な

い
か
ぎ

り

の
受
容

で
あ

つ
て
、
前

述

の

よ
う

に
純
粋

に
孔
子

と
五
経

を
尊

ぶ
、
独

孤
及

の
儒
教

精
神

に
も
と

る

も

の
で
は
な

か

っ
た
。

し

た
が

っ
て
独

孤
及

の
頑
固

な

ほ
ど

の
厳
粛

な
創

作
態
度

は
、

一
筋

の

太

い
線

と
な

っ
て
、

彼

に

つ
づ
く

梁
粛

及
び
韓

愈

に
影
響
を

与

え
、

受

け

つ
が
れ

て
行

く

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
独
孤
及

は
、

た
だ

に
こ

の
よ
う
な

文
学

理
念
を

持

っ
て

い
た

だ

け

で
な
く
、

さ
ら

に
実
際

に
古
文

家

に
ふ
さ

わ
し

く
、

そ

の
文
学

珊
念

を
具

体
的

に
実
践

す

る
行
動

に
で

て
い
る
。

彼

が
文

学
理
念

を
具

体
的

に
実
践

行
動

に
表

わ
し

た
も

の
と
し

て
、
最

も

注
目

に
あ

た

い
す

る
も

の
は
、
彼

が
古
文

家

と
し

て

の

存

在

を

か

け
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て
、
朝

廷

に
奉

っ
た

「
直
諌

表
」

で
あ

ろ
う
。

伏

見
陛

下
屡

獲
徳
音

、
招

延
献
納

、
使

左
右

侍
臣
、

得
直

言
極
諌

。

忠

答
者

無
不
聴

、

狂
許
者

無
不

容
。

又
辛
丑

詔
書
、

詔
斐
口免

・
崔
換

等
十
有

三

人
、
並

集
賢

殿
待
制

、
以

備
詞
事

考
言

之
問
。

此

五
常
之

盛

徳
也
.

而

臣
以

目
観
、

生
則
幸

　
。

然
頃
者

陛

下
錐
容

其
直
、

而

不
録
其

言
、
進

画
上

封
者

、
大

抵
皆
事

疲
不

報
、

書
留

不
下
。

但
有

容
諌
之

名
、

寛
無

聴
諌
之

實
、

遂
使
諌

者
梢

梢
自

引
、
鉗

口
就

列
、

飽
食
愉

安
、

相
招

為
禄

仕
。
此

忠
硬
之

士
所

以
窟

歎
、

而
臣

亦
恥
之

。
十
室

之

邑
、
必

有
忠

信
如

孔
丘
者
、

況

以
朝

廷
之
大

、
卿

大
夫
之

衆
、

而
陛

下
選
受

之
精

與

?
假
令

不
能

如
文

王
之

多
士

、
発

舜
之

比
屋
、

其
中

豊
不
有

温
故

知
新

、
可
使

想

陳

政
要

、
而
億

者
屡

中
者

乎
?

陛
下
唯

虚
存

其
儀
、

令
條

奏
不

砿
、

及

議
政

之
際

、
曽

不
採
其

一
説

、
発
之

疇
盗

、
禺

之
昌

言
、
豊

若
是

耶

?
昔

発
設

諺
木
於

五
達

之
街

。
孔

子
亦

日
、

「
以
能

問
於
不

能
、

以
多
問

於
寡

。
」

又
日
、

「
某

幸
也
、

苛
有

過
、

人
必

知
之
。
」

然

則

「多

聞
閾

疑
」
、

「
不
恥

下
問
」

聖

人
之
心
也

。
臣

不
勝
大

願
、

願
陛

下
試

以
発
孔

之
心
為

心
、

日
降

清
問
、

啓
其

宏
説

、
不
可

則
罷

之
、

可
者
議

之
於

朝
、

輿

執

事
者

共
之
、

使
知

之
必

言
、

言

之
必

行
、

行
之

必
恭
、

則
君

臣
無

私
論
、

朝
廷

無
私

政
、
天

下
無
私

是
。

陛
下

以
此

辮
可

否
於
献
替

、
而

建
太

平
之

階
可
也

、

況
国
体
乎

?

(
『毘
陵
集
』
巻
四
)

こ
れ
は
、

独

孤
及
が

諌
官

の
役

目
で
あ

る
左
拾

遺

の

職

に

あ

っ
た

時

に
、

皇
帝

代
宗

に
上
奏

し
た
も

の
で
、

『
唐
書
』

本
伝

に
も

、
全
文

掲
載

さ

れ

て
い
る
作

品

で
あ

る
。

こ

の
上

奏
文

の
中

で
、
独

孤
及

は
皇
帝

を
諌

め

て
も
、

そ
れ

が
聞
き

入
れ

ら
れ

な

い
実

情
を

ふ
ま

え
て
、

孔
子

の
心
を

心

と
し

た
聖

人

の
出

現
を
待

望
す

る
と

い
う
儒

教
理
念

を
高

く
掲
げ

て
い

る
。

そ
れ
は

そ
れ
と

し

て
、

こ
こ
で
と

り
わ

け
重

要

な

こ
と

は
、

儒
教

理

念

を
高

く
掲
げ

る
と

と
も

に
、
独

孤
及

が
従
来

餅
僑

文

で
書

か

ね
ば
な

ら

ぬ
常

則
を
破

っ
て
上

奏
文

を
古
文

体

で
書

い
た

こ
と

に
あ

る
。
な

ぜ
な

ら

ば

、
上

奏
文

を
古
文

で
書

い
た

こ
と
が

、
中

国
散
文

史
上

に
あ

っ
て
、

ま

さ
し

く
画
期

的
な

出
来

事

で
あ

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

こ
の

「
直

諌
表
」

の

文
体

は
、

四
六

の
リ
ズ

ム
を
避

け
、

し
か
も

典
故

を

ほ
と

ん
ど

ふ
ま

え

て

い
な

い

こ
と

、
ま

た
時

に
対
句

を
用

い

て
は
い

る
が
、
全

体
と

し

て
古
文

の
形

式

に
か
な

つ
て
い
る
文
体

で
表

現
さ

れ

て
い
る

こ
と

で
あ

る
。

も

っ

と
も

、
独

孤
及

の
散
文

は
、

ま
だ
時

代
が

早
か

っ
た
た

め

に
、

表

現
技

巧

の
面
か

ら
み

る
と
、
な

お
後

の
韓
愈

・
柳

宗
元

の
よ

う
な
闊
達

自
在

な
古

文

表
現

の
水
準

に
は

未
だ
遠

く
及
ぼ

な

い
。
し

か
し
な

が
ら
、

彼
が

古
文

家

と
し

て

の
創

作
理
念

を
貫

く

た
め

に
、

自
己

の
命
運

を

か
け

て
、

朝

廷

に
挑
戦

し

て
い
る
姿

が
、

こ

こ
に
強
く
感

じ
ら

れ

る
。

事
実

、
独

孤
及

は

「
唐
書

』
本
伝

に
あ

る
よ

う
に
、

こ
の
上
奏
文

を
奉

っ
た
後

、

に
わ
か

に

太
常
博

士

に
左
遷

さ
れ

て
、

左
拾

遺

の
職
を
失

っ
て
い
る
。

こ
の
よ

う
に
、
独

孤
及

が
上

奏
文

に
表

現
し
た
儒

教
理
念

に
基

づ
く

主

張
と
文

体

行
動
は
、

朝
廷

に
お

い

て
は
納
れ

ら
れ
ず

、
取

り
あ
げ

ら
れ

る

こ
と
は

な

か

っ
た

が
、
彼

が
古
文

体

で

「
直
諌

表
」

を
作

成
し
、

上
奏

し

よ
う
と

し

た
行
動

は
、
古

文
運

動

の
歴

史
上

見
逃
す

こ
と

の

で
き

な

い
重

大
な
意

義
を

持

つ
も

の
と

考

え
る

こ
と

が

で
き

る

の

で
あ

る
。

(
一
九
七
五
・
一
二
・
一
五
)

註

『権
載
之
文
集
」
巻
二
九
載

「独
孤
公
譲
議
」
。

遜
改
考
功
員
外
郎
、
取
顔
真
卿

・
李
華

・
薫
頴
士

・
趨
騨
等
、
皆
海
内
有
名
士
。

(
『唐
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書
」
巻
二
〇
二
孫
逡
伝
)
。

李
華
兄
事
徳
秀
而
友
薫
頴
士
劉
迅

(
「
唐
書
」
巻

=

九
元
億
秀
伝
)
。

神
田
喜

一
郎
氏
の

「
梁
粛
年
譜
」

(
「東
方
学
会
創
立
二
十
五
年
記
念
東
方
学
論
集
」
)

を
参
照
。

中
国
人
の
精
神
生
活
を
み
た
す
た
め
新
し
い
使
命
を
も

っ
て
生
れ
た
中
国
的

仏

教

の
中

で
、
哲
学
仏
教
と
し
て
は
、
三
論
宗

・法
相
宗

・
華
厳
宗
な
ど
が
勃
興
し
、
ま
た
実
践
仏

教
と
し
て
は
、
浄
土

・
禅
な
ど
が
お
こ
っ
た
晴
唐
時
代
は
、
ま
さ
し
く
仏
教
の
黄
金
時
代

で
あ
り
、
外
来
宗
教
の
仏
教
が
、
申
国
社
会
に
定
着
し
た
時
代
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に

隆
盛
と
な

っ
た
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
、
道
教
に
教
理
学
が
形
成
さ
れ
た
り
、
儒
教

に
新

し
い
生
命
を
吹
き
こ
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
宋
学
成
立

の
思
想
史
的
背
景
を
酸
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
が
、
陪
唐
時
代
の
三
教
関
係

の
な
か
で
、
思
想
史
的
に
は
も

っ
と
も
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
と
思
う
。
参
照
:
鎌
田
茂
雄
氏

「階
唐
時
代
に
お
け
る
儒

教
仏
道
三
教
～
仏
教
の
影
響
を
中
心
と
し
て
」

(
「歴
史
教
育
」

一
七
ー
三
)

藤
喜
真
澄
氏
の

「唐
代
文
人
の
宗
教
観
」

の
指
摘
に
依
る
。
(
「歴
史
教
育
」

一
七
ー
三
)

執

筆

者

紹

介

由

元

由
美
子

劉

三

富

阿

部

泰

記

竹

村

則

行

麦

生

登
美
江

秋

吉

久
紀
夫

岡

村

繁

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程

西
南
学
院
大
学
文
学
部
講
師

九
州
大
学
文
学
部
助
手

九
州
大
学
大
学
院
修
士
課
程

福
岡
女
子
大
学
教
授

九
州
大
学
文
学
部
教
授
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